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勤労感謝の日

今 の ト ッピ ク ス号
令和7年第4回定例会の日程（予定）

議場等のマイクシステムをリニューアルしました！
（傍聴席右側モニターにＡＩ音声認識による字幕がリアルタイムで

表示されるようになりました→６面に詳細）

請願・陳情
の提出締切 11月20日㈭正午までに議会事務局へご持参ください。

初日：11月20日㈭、常任委員会（3日間とも）：12月2日
㈫、最終日：12月11日㈭手話通訳の

申込締切
※�手話通訳を希望される方は、右の二次元コードよ
り国立市議会ホームページ「令和７年第４回定例会
の手話通訳の申し込みについて」を御覧ください。

開会時刻 本会議・委員会ともに、午前10 時開会の予定です。

議場の傍聴
について

市議会を直接傍聴してみませんか（車いすでの傍聴可）
市ホームページからインターネット中継でもご覧いただけますが、
市役所への用事でご来所していただいた合間にも傍聴することがで
きます。また、傍聴受付にお子さんが遊べる幼児コーナーを設けて
おりますので、身近に議会を感じてみませんか。

第54号議案 ▶▶▶ 2面に詳細

国立市特別職の指定等に関する条例案が全会一致で可決されました。

第55号議案 ▶▶▶ 3面に結果

国立市特別職の指定等に関する条例の施行に伴う関係条例の整備に関する条例
案が全会一致で可決されました。

第60号議案 ▶▶▶ 7面に詳細

令和７年度国立市一般会計補正予算（第３号）案が全会一致で可決されました。
（図書館運営費、債務負担行為・体育館管理運営費、農業振興費、高齢者ス
マートフォン活用支援事業費）

第66号議案 ▶▶▶ 3面に結果

まちづくり政策監任命の同意について、賛成多数で同意されました。

子ども議会について ▶▶▶ 7面に記事

子ども議会のお知らせ。

国立市議会意見交換会 in 農業まつり2025▶▶▶ 8面に記事

市議会議員に市民皆さまのご意見をお聞かせください。
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　各議案の内容や会議録につきましては、市議会ホームページで、閲覧・検索ができます。どうぞご覧ください。

総
務
文
教
委
員
会

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Ｑ
ま
ち
づ
く
り
政
策
監
の
役
割
・
目
的
は
な
に
か
。

Ａ
市
長
あ
る
い
は
副
市
長
が
相
手
先
と
の
調
整
会
議
に
常
に

参
加
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
こ
の
場
合
、
市
の
部
長
が
話

し
を
承
っ
た
上
で
持
ち
帰
る
こ
と
に
な
る
が
、
ま
ち
づ
く
り

政
策
監
を
置
け
ば
、
そ
の
場
で
市
長
か
ら
権
限
を
移
譲
さ
れ

た
範
囲
で
責
任
を
持
っ
て
対
応
で
き
る
。
ま
た
、
議
会
の
議

決
を
経
て
、
市
長
直
轄
の
特
別
職
が
対
応
す
る
と
受
け
手
の

印
象
は
全
然
違
う
か
ら
だ
。

Ｑ
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
で
、
副
市
長
の
ほ
か
に
、
ま
ち
づ

く
り
政
策
監
が
必
要
な
理
由
は
何
か
。

Ａ
富
士
見
台
地
域
と
南
武
線
高
架
化
、
そ
れ
に
関
連
す
る
ま

ち
づ
く
り
な
ど
、
今
後
の
市
の
趨す

う

勢せ
い

を
決
め
る
事
業
の
方
針

を
策
定
す
る
、
大
切
な
時
期
を
迎
え
て
い
る
か
ら
だ
。

Ｑ
ま
ち
づ
く
り
政
策
監
を
置
い
て
も
市
民
の
声
は
届
く
の
か
。

Ａ
対
外
的
な
調
整
が
ま
ち
づ
く
り
政
策
監
の
一
番
の
目
的
だ

が
、
市
民
の
声
を
聴
い
て
調
整
を
す
る
。

こ
ん
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

賛
成　
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
と
、
矢
川
駅
周
辺
整

備
、
南
武
線
高
架
化
、
廃
止
踏
切
、
都
市
計
画
道
路
の
築
造

な
ど
、
様
々
な
事
業
が
あ
る
。
こ
う
し
た
国
立
市
の
骨
格
と

も
言
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
ど
う
進
め
る
の
か
、
ど
う
し
た
ら

市
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
の
か
、
組
織
で
一
丸
と
な
っ
て
考

え
、
貫
き
通
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

賛
成　
市
長
直
轄
の
特
別
職
が
必
要
と
い
う
こ
と
は
よ
く
分

か
る
が
、
年
収
が
1
千
2
百
万
円
を
超
え
る
。
市
の
経
常
経

費
は
高
止
ま
り
し
て
お
り
、
新
規
事
業
が
な
か
な
か
打
ち
出

せ
て
い
な
い
。
市
民
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
お
金
が
あ
る
な
ら

自
分
た
ち
の
た
め
に
使
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
人
が
い
る
は
ず
。

財
政
が
硬
直
し
て
い
る
中
で
人
件
費
を
か
け
る
の
で
、
市
民

に
丁
寧
に
説
明
し
て
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

賛
成　
今
ま
で
の
市
政
は
、
ま
ち
づ
く
り
政
策
監
を
置
か
ず

中
央
線
高
架
化
や
、
旧
国
立
駅
舎
の
復
原
、
富
士
見
台
関
連

事
業
な
ど
行
っ
て
き
た
。
市
の
該
当
す
る
部
局
が
、
事
業
者

や
住
民
の
間
に
入
り
丁
寧
な
議
論
を
進
め
て
き
た
。
一
方
で
、

南
武
線
高
架
化
と
矢
川
駅
周
辺
整
備
、
都
市
計
画
道
路
の
築

造
は
密
接
に
関
連
し
た
重
要
な
事
業
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
責
任
あ
る
交
渉
と
、
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
決
断
が
必
要

な
場
面
が
あ
る
と
考
え
る
。

賛
成　
重
要
な
方
針
の
決
定
が
こ
れ
か
ら
数
年
間
で
集
中
し

て
求
め
ら
れ
る
。
ま
ち
づ
く
り
政
策
監
の
仕
事
は
、
東
京
都

な
ど
と
調
整
を
す
る
こ
と
が
一
番
の
趣
旨
だ
が
、
調
整
を
頑

張
る
源
は
、
地
域
の
皆
様
と
ど
れ
だ
け
接
す
る
か
だ
と
い
う

市
長
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
矢
川
上
地
区
地
区
計
画
案
（
以
下
、

矢
川
上
）
の
当
該
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
か
ら
出
さ
れ
た
署

名
な
ど
、
多
く
の
声
を
受
け
止
め
て
ほ
し
い
。
全
て
の
施
策

国立市議会 検索

設置の目的

担当組織図

　国立市の都市整備部、行政管理部防災安全課の所掌分野において、今後数
年以内に重要な方針の決定や早急な対応が求められる重要政策が多く存在し
ます。
　特に、南武線連続立体交差化と関連事業（矢川駅周辺の整備、廃止踏切周
辺における歩行者横断機能の整備、都市計画道路などの整備等）に関する東
京都、ＪＲ、近隣自治体等の関係機関との検討・調整、富士見台団地再生及
び富士見台地域の公共施設の再編（現在の消防出張所の老朽化対応に伴う消
防署誘致や消防出張所の建て替えなどの検討・調整を含む。）におけるＵＲ等
の関係機関との検討・調整など、高度な調整が必要になる機会が多数発生する

と見込まれることから、高位の特別職を設置して施策の推進力を強化します。
　なお、まちづくり政策監が担当しない所掌事項（副市長の所掌事項）として
も、扶助費・人件費等が肥大化する中での行財政改革、働き方が流動化して
組織力が弱体化しつつある状況下での働き方改革や人事・採用戦略の見直し、
国立市に現役世代を呼び込む上で重要な子育て支援の強化、教育分野の方向
性についての教育委員会との調整、高齢者ケアや居場所施策の更なる充実な
ど、重要かつ困難な課題が多く、当面の間、時限の職として、副市長に加え
て高位の常勤特別職（※）を設置することが適当と認められる状況にあります。

（※）�常勤特別職とは…地方公共団体の特別職は、地方公務員法第３条第３項に列挙されている職で、国立市においては、市長、副市長及び教育長が常勤の特別職に当たり
ます。まちづくり政策監は、地方公務員法第３条第３項第４号の規定に基づき条例で指定する職で、常勤の特別職として新たに設置するものです。

市　長

まちづくり政策監 まちづくり政策監

■都市整備部
・都市計画課
・道路交通課
・下水道課
・国立駅周辺整備課
・南部地域まちづくり課

■生活環境部
・まちの振興課
・環境政策課
・ごみ減量課

■行政管理部
・防災安全課

■子ども家庭部
・児童青少年課
・保育幼児教育推進課
・子育て支援課

■健康福祉部
・福祉総務課
・しょうがいしゃ支援課
・高齢者支援課
・保険年金課
・健康まちづくり戦略室

■行政管理部
・総務課
・建築営繕課
・文書法制課
・職員課
・市民課

■政策経営部
・市長室
・政策経営課
・課税課
・収納課

の
真
ん
中
に
子
ど
も
が
い
る
よ
う
に
お
願
い
す
る
。

賛
成　
市
長
か
ら
こ
の
議
案
が
提
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、

南
武
線
高
架
化
を
始
め
と
し
た
、
大
き
な
事
業
に
力
を
入
れ

る
表
明
で
あ
る
。
ま
ち
づ
く
り
政
策
監
は
都
市
整
備
と
防
災

対
応
を
、
副
市
長
は
市
役
所
内
部
の
仕
事
を
担
う
。
一
人
一

人
の
職
員
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
行
政
の
課
題
を
解
決
す
る

こ
と
に
な
る
。
職
員
が
働
き
や
す
く
な
る
こ
と
で
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
し
っ
か
り
行
う
体
制
を
つ
く
る
こ
と
、
そ
れ
を

２
人
の
特
別
職
が
分
担
す
る
こ
と
と
理
解
し
た
。
ま
ち
づ
く

り
政
策
監
に
は
専
門
の
部
屋
を
用
意
し
た
ほ
う
が
良
い
。

本
会
議

こ
ん
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

賛
成　
最
近
市
長
は
、
南
部
地
域
の
住
民
と
の
対
話
の
場
に

お
い
て
、
南
武
線
高
架
化
を
進
め
る
う
え
で
、
都
市
計
画
道

路
の
築
造
は
不
可
欠
で
あ
る
と
発
言
し
て
い
る
。
ま
ち
づ
く

り
政
策
監
の
提
案
を
し
た
こ
と
は
、
両
事
業
を
進
め
る
表
れ

で
評
価
す
る
。
人
口
１０
万
人
以
下
の
自
治
体
で
副
市
長
ク
ラ

ス
を
2
人
置
く
こ
と
は
稀
だ
。
市
は
財
政
難
を
主
張
し
な
が

ら
特
別
職
を
2
人
置
く
必
要
性
を
、
市
民
に
納
得
し
て
も
ら

え
る
よ
う
説
明
責
任
を
果
た
す
べ
き
だ
。

賛
成　
市
は
予
算
編
成
が
大
変
難
し
い
と
し
て
、
各
部
署
に

マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ
ン
グ
を
要
求
し
て
い
る
。
減
ら
さ
れ
る
金

額
は
市
民
生
活
に
と
っ
て
大
事
な
も
の
だ
。
こ
れ
ら
を
減
額

し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
政
策
監
の
人
件
費
を
増
や
す
以
上
、

結
果
責
任
を
問
う
。
そ
れ
は
、
都
市
計
画
道
路
に
反
対
し
、

矢
川
上
は
、
現
在
、
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
の
と
こ
ろ

は
そ
の
ま
ま
に
す
る
こ
と
、
P
F
A
S
調
査
を
行
い
、
安
全

な
取
り
組
み
を
必
ず
実
施
す
る
こ
と
、
樹
冠
被
覆
率
を
増
や

す
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
。

賛
成　
南
部
地
域
の
整
備
は
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
政

策
で
、
こ
れ
が
な
い
と
市
が
発
展
で
き
な
い
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
地
域
住
民
の
意
見
を
聞
い
て
計
画
を
実
現
し

て
い
く
べ
き
だ
。
市
長
の
意
見
と
ま
ち
づ
く
り
政
策
監
の
意

見
が
異
な
っ
た
場
合
は
、
住
民
の
意
見
を
聞
い
て
判
断
す
べ

き
。
矢
川
上
は
市
の
案
で
進
め
る
べ
き
だ
。
防
災
で
は
消
防

署
の
設
置
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
災
害
時
に
市
内
に
消

防
署
が
あ
る
か
な
い
か
で
は
初
動
が
全
く
違
う
。

賛
成　
南
武
線
高
架
化
と
都
市
計
画
道
路
の
築
造
は
本
当
に

一
体
的
に
進
め
る
の
か
、
市
民
の
意
見
を
聞
い
て
ほ
し
い
。

甲
州
街
道
の
歩
道
の
拡
幅
や
富
士
見
台
地
域
な
ど
、
市
民
の

生
活
環
境
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
監
に
丸
投
げ
し
な
い
で
市
長
が
責
任
を
持

つ
べ
き
で
、
市
長
が
そ
れ
を
認
め
た
た
め
信
じ
る
。

賛
成　
行
財
政
改
革
を
求
め
て
い
る
な
か
、
人
件
費
を
増
や

す
こ
と
は
賛
成
し
づ
ら
い
が
、
南
部
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を

し
っ
か
り
行
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
型
の
特
別
職
と
理
解
し
た
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
完
全
な
遂
行
を
求
め
る
。

まちづくり政策監の設置について
まちづくり政策監とは？

国立市特別職の指定等に関する条例案が全会一致で可決されました
（副市長に準じた特別職、まちづくり政策監を置く議案が審議されました）

第54号
議案

まちづくり政策監 副市長
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会派略称
自＝自由民主党（青木健・石井伸之・髙柳貴美代・遠藤直弘（議長）・大谷俊樹） 風＝社民・ネット・風（関口博・藤田貴裕・古濱薫・中谷絢子）
公＝公明党（青木淳子・香西貴弘・山口智之） 共＝日本共産党（住友珠美・矢部新） 新＝新しい議会（藤江竜三・石井めぐみ） 維＝日本維新の会（中川貴大）
立＝立憲民主党（稗田美菜子） こ＝こぶしの木（上村和子） み＝みらいのくにたち（望月健一） 耕＝耕す未来＠くにたち（小川宏美）

令和7年第3回定例会　令和7（2025）年8月29日～9月19日　各会派の議案等への賛否　〇：賛成  ×：反対

議案
番号 件    名 概 要

会派名（人数は議長を除く数） 議決
結果自

4
風
4

公
3

共
2

新
2

維
1

立
1

こ
1

み
1

耕
1

市　
長　
提　
出　
議　
案

予

算

第60号 令和7年度国立市一般会計補正予算(第3号)
案

【補正額:+9億233万7,000円】【補正後総額:410億7,775万3,000円】
【主な内容】認証保育所等運営助成事業費、高齢者スマートフォン活用支援
事業費等による増額

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第61号 令和7年度国立市一般会計補正予算(第4号)
案

【補正額:+764万9,000円】【補正後総額:410億8,540万2,000円】
【主な内容】まちづくり政策監の設置による増額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第62号 令和7年度国立市介護保険特別会計補正予
算(第1号)案

【補正額:+8,682万3,000円】【補正後総額:69億7,103万8,000円】
【主な内容】令和6年度決算に伴い、国・都支出金等返納金、一般会計繰出金
の増額

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

条

例

第54号 国立市特別職の指定等に関する条例案 市長が指定するまちづくりその他特定の重要施策について市長を補佐する職
を特別職として指定するため、条例を制定する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第55号 国立市特別職の指定等に関する条例の施行
に伴う関係条例の整備に関する条例案

国立市特別職の指定等に関する条例の施行に伴い、規定の整備を行うため、
関係条例の一部を改正する。
・国立市災害対策本部及び国立市健康危機管理対策本部条例
・国立市国民保護対策本部及び国立市緊急対処事態対策本部条例

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第56号
国立市行政手続における特定の個人を識別
するための番号の利用等に関する法律に基
づく個人番号の利用及び特定個人情報の提
供に関する条例の一部を改正する条例案

国立市こどもの医療費の助成に関する条例の一部改正及び行政手続における
特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部改正に伴
い、規定の整理を行うとともに、自治体システムの標準化等に伴い、番号利
用事務の追加等を行うため、条例の一部を改正する。

〇 × 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 × 可 決

第57号 国立市手数料徴収条例の一部を改正する条
例案

自治体システムの標準化に伴い、固定資産に関する証明等に係る手数料につ
いて規定の整備を行うとともに、新たに公図の閲覧手数料を定めるため、条
例の一部を改正する。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第58号 国立市こどもの医療費の助成に関する条例
の一部を改正する条例案

病院等におけるこどもの医療費の助成に係る受給資格の確認について、オン
ライン資格確認を導入し、現行の医療証の提示に加え、個人番号カードの提
示による確認を可能とするため、条例の一部を改正する。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 可 決

第59号 国立市ひとり親家庭等の医療費の助成に関
する条例の一部を改正する条例案

病院等におけるひとり親家庭等の医療費の助成に係る受給資格の確認につい
て、オンライン資格確認を導入し、現行の医療証の提示に加え、個人番号
カードの提示による確認を可能とするため、条例の一部を改正する。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 可 決

第63号 職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条
例の一部を改正する条例案

妊娠期、出生時及び育児期の職員に対して、仕事と育児の両立に資する制度
等の周知及び利用の意向確認等を行うため、条例の一部を改正する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第64号 国立市職員の育児休業等に関する条例の一
部を改正する条例案

地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴い、部分休業の取得方
法を拡充するため、条例の一部を改正する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

そ
の
他

第51号 国立第二小学校屋内運動場等改築工事(機
械設備工事)請負契約の締結について

【契 約 金 額】　　1億8,126万9,000円
【事　業　者】　　ニッポー設備株式会社
【契約の方法】　　電子入札による制限付き一般競争入札(総合評価方式)
【内　　　容】　　空気調和設備工事、換気設備工事、消火設備工事等

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第52号
国立第五小学校校舎非構造部材耐震化対策
等工事(建築工事)請負変更契約の締結につ
いて

契約金額を1,255万6,142円増額するため、議会の議決を求める。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第53号 旧本田家住宅等復原工事請負変更契約の締
結について 契約金額を4,638万1,500円増額するため、議会の議決を求める。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

認 定
第1号 令和6年度国立市一般会計歳入歳出決算 【歳入決算額:389億9,475万9,962円】【歳出決算額:384億7,837万4,353円】

決算特別委員会へ付託し、閉会中の継続審査となり
ました。

審査日程
10月2日㈭、10月3日㈮、10月6日㈪、10月7日㈫

認 定
第2号

令和6年度国立市国民健康保険特別会計歳
入歳出決算 【歳入決算額:71億4,748万8,469円】【歳出決算額:70億6,382万9,349円】

認 定
第3号

令和6年度国立市介護保険特別会計歳入歳
出決算 【歳入決算額:67億3,163万4,812円】【歳出決算額:66億5,121万3,462円】

認 定
第4号

令和6年度国立市後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算 【歳入決算額:22億5,191万9,773円】【歳出決算額:22億3,719万9,826円】

認 定
第5号 令和6年度国立市下水道事業会計決算 【資本的収入:12億4,296万8,052円】【資本的支出:15億4,677万7,771円】

【収益的収入:19億1,208万9,365円】【収益的支出17億4,115万9,694円】

第65号 令和6年度国立市下水道事業利益剰余金の
処分について

令和6年度国立市下水道事業で生じた利益剰余金の処分について、地方公営企
業法第32条第2項の規定により、議会の議決を求める。

第66号 まちづくり政策監任命の同意について 橋本　祐幸氏　【任期:令和７(2025)年10月1日～令和11(2029)年9月30日】無記名投票(投票総数:20票)
 同意:18票　不同意:2票(うち白票0票) 同 意

陳

情

陳　情
第16号

陥没穴工事後2カ月後に同一場所に陥没穴
手抜工事業者に、国立市役所が税金30万
円を支払ったに関する陳情

【陳情者:国立市民】陳情事項
１.令和7年2月14日国立市中1丁目8番11号所在の花壇陥没穴の工事立会いの
国立市役所が工事開始1時間後に到着して、産業廃棄物の許可のないトラック
で産業廃棄物を搬送を確認しなかった。
２.手抜工事で再度陥没穴発生したが、手抜工事業者に工事費用税金30万円を
支払ったが30万円返還請求すべきである。
３.令和7年5月中旬の手抜工事通報後の国立市役所のプラッチク鉢入縦50㎝横
を被せて隠した。
４.国立市役所が穴上にコンクリートブロックを詰め込み泥で隠し、ゲリラ豪
雨で穴空く手抜対応をした。
５.令和7年6月30日穴を隠す産業廃棄物詰め込み事件を警察現場検証テープ立
入禁止の証拠保全した。

× × × × × × × × × × 不採択

陳　情
第22号

国立市議会は濵﨑市長に対して、濵﨑市長
が2025年第一回定例会会期中の議場で、
「国立市人権を尊重し多様性を認め合う平
和なまちづくり基本条例」第3条第2項で
禁じられている「暴力的な言動」を行った
ことについて謝罪するように求める事に関
する陳情

【陳情者:国立市民】陳情事項
国立市議会は濵崎市長に対し、上述の一連の行為について謝罪するように求
めてください。

× 〇 × × × × × 〇 × × 不採択

トピックス

トピックス

トピックス

トピックス
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南
武
線
高
架
化
の
都
市
計
画
案

環
境
重
視
に
市
の
主
体
性
を
！

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
風　
中
谷
絢
子��

議
員

Q
学
校
内
で
の
性
暴
力
・
盗

撮
防
止
に
向
け
た
ル
ー
ル
策

定
や
教
育
的
取
り
組
み
、
体

制
整
備
の
現
状
と
課
題
は
。

A
校
内
点
検
の
強
化
や
研
修

実
施
、
端
末
管
理
ル
ー
ル
の

整
理
を
進
め
安
全
な
環
境
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

Q
第
３
次
循
環
型
社
会
形
成

推
進
計
画
素
案
の
特
徴
や
生

ご
み
再
資
源
化
、
進
行
管
理

の
仕
組
み
は
。

A
５
R
推
進
と
役
割
分
担
を

明
確
化
。
堆
肥
化
支
援
を
継

続
し
、
目
標
設
定
と
年
次
評

価
で
実
効
性
を
担
保
し
て
い

く
。

Q
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
改
訂
に
お
け
る
将
来
像
、

市
長
公
約
と
の
整
合
性
、
市

民
意
見
の
反
映
は
。

A【
市
長
】都
市
戦
略
と
し
て

選
択
肢
を
示
し
な
が
ら
市
民

と
も
協
議
を
し
て
い
く
。

Q
２
年
前
の
南
武
線
高
架
化

計
画
素
案
説
明
会
以
降
の
市

民
の
意
見
に
対
す
る
市
の
見

解
は
。

A
地
域
の
声
を
聞
き
東
京
都

と
協
議
を
し
て
い
る
。

Q
環
境
影
響
評
価
書
案
に
つ

い
て
、
市
も
専
門
家
の
意
見

を
聞
き
、
市
民
に
情
報
提
供

し
て
は
ど
う
か
。

A
東
京
都
の
専
門
家
意
見
を

重
視
し
意
見
提
出
。
市
民
理

解
向
上
の
た
め
情
報
提
供
強

化
を
東
京
都
に
要
望
を
し
て

い
く
。

い
の
ち
と
暮
ら
し
を

守
る
市
政
へ
！

日
本
共
産
党　
住
友
珠
美��

議
員

Q
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
処
理

体
制
で
は
外
部
専
門
家
の
意

見
を
適
宜
活
用
し
て
い
る
が
、

常
時
外
部
の
意
見
を
取
り
入

れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
現
状
は
委
員
長
が
認
め
る

場
合
に
限
っ
て
い
る
。
今
後

も
状
況
に
応
じ
て
活
用
す
る
。

Q
会
計
年
度
任
用
職
員
は
事

業
に
紐
づ
い
て
採
用
さ
れ
て

い
る
が
も
っ
と
柔
軟
な
働
き

方
は
出
来
な
い
か
。

A
会
計
年
度
の
異
動
に
つ
い

て
は
庁
内
で
も
要
望
が
あ
る
。

他
市
を
参
考
に
検
討
す
る
。

Q
働
き
方
改
革
と
し
て
女
性

の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ

せ
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
プ
ラ
ン

が
必
要
で
は
な
い
か
。

A
全
て
の
職
員
が
力
を
発
揮

出
来
る
よ
う
考
え
た
い
。

Q
平
和
施
策
と
し
て
行
っ
て

い
る
、
原
爆
や
東
京
大
空
襲

伝
承
講
和
を
さ
ら
に
国
立
市

の
地
域
の
伝
承
講
和
も
行
っ

て
は
ど
う
か
。

A
戦
後
80
年
の
取
組
と
し
て
、

戦
争
体
験
を
記
録
す
る
取
組

を
し
て
い
る
。
今
後
は
様
々

な
媒
体
に
記
録
し
て
多
く
の

市
民
に
発
信
し
て
い
き
た
い
。

Q
保
育
園
民
営
化
に
つ
い
て

課
題
な
ど
、
現
場
の
保
育
士

か
ら
様
々
な
訴
え
を
聞
く
が
、

市
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

A
民
営
化
し
た
時
の
体
制
に

も
課
題
が
あ
っ
た
。
整
備
計

画
の
中
で
ど
う
取
り
組
む
の

か
整
理
し
た
い
。

駅
前
広
場
は
市
民
み
ん
な
の
も
の

心
地
よ
い
憩
い
の
場
所
と
空
間
に

新
し
い
議
会　
石
井
め
ぐ
み��

議
員

Q
国
立
駅
南
口
駅
前
広
場
に

計
画
さ
れ
て
い
る
大
き
な
ト

イ
レ
の
設
置
費
用
と
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
は
い
く
ら
か
。

A
設
置
費
用
は
1
億
３
千
万

円
程
度
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
は
400
万
円
か
ら
600
万
円
程

を
見
込
ん
で
い
る
。

Q
近
隣
住
民
か
ら
も
懸
念
の

声
が
挙
が
る
駅
前
広
場
の
巨

大
な
ト
イ
レ
に
つ
い
て
、
濵

﨑
市
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

A【
市
長
】衛
生
面
、
防
犯
面
、

財
政
負
担
や
近
隣
住
民
の
ご

理
解
を
考
え
る
と
課
題
が
あ

る
。
設
置
場
所
を
含
め
て

様
々
な
検
討
を
し
た
い
。

Q
円
形
公
園
そ
の
も
の
を
ス

テ
ー
ジ
に
す
る
イ
ベ
ン
ト
な

ど
が
で
き
な
い
か
。

A
円
形
公
園
整
備
計
画
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で

は
そ
の
よ
う
な
使
い
方
も
検

討
し
て
い
き
た
い
。

Q
多
く
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
関
わ
る
大
学
通
り
緑
地

帯
全
体
計
画
検
討
会
の
議
論

は
ど
う
活
か
さ
れ
る
の
か
。

A
検
討
会
の
議
論
を
基
に
桜

の
維
持
管
理
フ
ロ
ー
に
つ
い

て
を
纏
め
た
大
学
通
り
緑
地

帯
桜
の
管
理
方
針
を
策
定
し

た
。
美
し
い
街
並
み
を
後
世

に
引
き
継
げ
る
よ
う
努
め
る
。

Q
学
童
保
育
の
民
営
化
に
つ

い
て
考
え
ら
れ
な
い
か
。

A
事
業
者
の
有
す
る
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
で
き
る
な
ど
メ

リ
ッ
ト
も
多
く
、
し
っ
か
り

と
議
論
し
て
い
き
た
い
。

矢
川
駅
周
辺
の
地
域
課
題
を

中
心
に
質
問
と
要
望
を

公
明
党　
香
西
貴
弘��

議
員

Q
都
営
富
士
見
台
4
丁
目
の

ア
パ
ー
ト
居
住
者
の
要
望
を

受
け
敷
地
内
に
有
料
駐
車
場

設
置
を
求
め
て
き
た
が
。

A
3
号
棟
南
側
に
13
区
画
分

で
本
年
11
月
中
の
運
用
開
始

を
予
定
と
の
都
の
回
答
あ
り
。

Q
矢
川
プ
ラ
ス
屋
外
に
時
計

の
設
置
を
再
度
要
望
し
た
い
。

A
他
工
作
物
や
修
繕
を
優
先

し
て
い
る
現
状
。
近
隣
意
見

も
聴
き
つ
つ
検
討
す
る
。

Q
南
武
線
以
北
の
学
校
施
設

校
庭
を
夜
の
時
間
帯
で
も
外

部
運
動
団
体
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
、
ナ
イ
タ
ー
設
備
の

設
置
検
討
を
再
度
要
望
す
る
。

A
周
辺
理
解
や
合
意
の
形
成
、

多
額
の
費
用
を
要
す
る
な
ど
、

学
校
施
設
整
備
全
体
の
中
で

先
ず
優
先
度
の
検
討
が
必
要
。

Q
市
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト

事
業
の
今
後
の
推
進
で
は
、

森
林
の
整
備
以
上
に
優
れ
た

炭
素
蓄
積
効
果
を
期
待
で
き

る
藻
場
の
再
生
と
い
っ
た
、

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
事
業
に

市
は
着
目
し
て
は
ど
う
か
。

A
積
極
的
な
活
用
に
関
し
て

調
査
研
究
し
て
参
り
た
い
。

Q
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

で
残
る
200
円
一
部
自
己
負
担

を
今
回
の
都
の
制
度
改
正
に

合
わ
せ
無
く
し
て
は
ど
う
か
。

A
厳
し
い
財
政
状
況
の
下
、

優
先
順
位
を
定
め
つ
つ
実
現

で
き
る
方
向
で
考
え
た
い
。

他
、
第
二
小
学
校
校
庭
南
西

側
樹
木
倒
木
を
受
け
残
る
外

周
樹
木
の
調
査
に
つ
き
質
問
。

矢
川
駅
周
辺
の
地
域
課
題
を

平
和
施
策
・
教
育
環
境
・
ま
ち
づ
く
り

高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

公
明
党　
山
口
智
之��

議
員

Q
原
爆
や
空
襲
を
体
験
さ
れ

た
方
が
亡
く
な
る
中
で
記
憶

の
風
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

伝
承
者
事
業
の
他
に
も
長
崎

派
遣
事
業
も
平
和
の
語
り
部

と
し
て
育
成
し
て
い
る
か
。

A
派
遣
後
に
事
後
研
修
を
設

け
て
い
る
。
継
続
的
に
派
遣

生
が
発
信
で
き
る
機
会
や
、

対
話
す
る
機
会
を
持
ち
、
学

び
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

Q
第
六
小
学
校
内
の
矢
川
の

三
角
地
帯
の
整
備
が
行
き
届

い
て
い
な
い
。
見
か
ね
た
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
方
が
雑
草
除
去
等
、

作
業
を
さ
れ
て
い
る
。
環
境

政
策
と
し
て
市
の
関
わ
り
を

求
め
る
。

A
外
来
種
の
除
去
等
に
生
活

環
境
部
と
教
育
委
員
会
、
社

協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

等
と
連
携
し
、
市
全
体
の
課

題
と
し
て
取
り
組
む
。

Q
前
回
の
議
会
で
質
問
し
た

65
歳
以
上
の
方
へ
の
ス
マ
ホ

購
入
補
助
金
が
予
算
化
さ
れ

た
が
、
対
象
の
店
舗
や
サ
ブ

ブ
ラ
ン
ド
の
扱
い
は
。

A
市
内
に
あ
る
ド
コ
モ
・
ａ

ｕ
・
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
４
店

舗
。
店
頭
で
申
し
込
め
る
サ

ブ
ブ
ラ
ン
ド
も
対
象
と
な
る
。

Q
市
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
、

災
害
時
や
防
犯
等
の
大
事
な

情
報
提
供
ツ
ー
ル
な
の
で
、

追
加
し
て
は
ど
う
か
。

A
決
定
通
知
書
に
登
録
の
や

り
方
を
同
封
し
た
い
。

他
、
矢
川
駅
南
口
整
備
等
に

つ
い
て
質
問
。

平
和
施
策
・
教
育
環
境
・
ま
ち
づ
く
り

ま
ち
の
い
ろ

新
し
い
議
会　
藤
江
竜
三��

議
員

Q
南
武
線
の
立
体
交
差
に
関

連
す
る
事
業
も
一
体
的
に
進

め
る
の
か
。

A
一
連
の
事
業
全
体
と
し
て

必
要
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

Q
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
カ
ラ
ー

を
決
め
た
ほ
う
が
が
良
い
の

で
は
な
い
か
。

A
テ
ー
マ
カ
ラ
ー
、
ア
ク
セ

ン
ト
カ
ラ
ー
、
サ
ブ
カ
ラ
ー
、

ま
た
緑
に
し
て
も
具
体
的
な

カ
ラ
ー
コ
ー
ド
を
決
め
る
の

も
非
常
に
重
要
。
活
用
法
や
、

必
要
性
を
含
め
今
後
検
討
し

た
い
。

Q
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
方
法
を

庁
内
で
共
有
す
る
仕
組
み
が

必
要
だ
が
考
え
て
い
る
か
。

A
生
成
Ａ
Ｉ
を
職
員
に
広
げ

る
際
に
は
、
庁
内
で
共
有
で

き
る
仕
組
み
を
調
べ
た
い
。

Q
シ
ョ
ー
ト
動
画
を
も
っ
と

活
用
し
、
市
の
サ
ー
ビ
ス
を

紹
介
で
き
な
い
か
。

A
効
果
を
理
解
し
、
リ
ス
ク

を
軽
視
せ
ず
、
先
進
事
例
を

踏
ま
え
、
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

Q
大
手
の
地
図
ア
プ
リ
を
活

用
し
て
は
ど
う
か
。

A
利
点
が
あ
る
の
で
、
活
用

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
以
外
も

活
用
可
能
か
施
設
管
理
者
に

確
認
す
る
。

Q
図
書
館
に
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
導

入
し
、
業
務
効
率
化
と
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
は
か
れ

な
い
か
。

A
利
便
性
は
あ
る
が
、
費
用

面
の
課
題
が
あ
る
。

待
っ
た
な
し
の
酷
暑
対
策
と
緑
の
創
設

国
立
野
菜
を
も
っ
と
学
校
給
食
へ

耕
す
未
来
＠
く
に
た
ち　
小
川
宏
美��

議
員

Q
災
害
級
の
酷
暑
対
策
と
し

て
市
内
に
一
時
避
難
所
が
設

置
さ
れ
た
が
現
状
は
ど
う
か
。

A
市
内
全
域
で
半
径
500
ｍ
圏

内
に
避
難
所
が
あ
る
よ
う
設

置
し
、
公
共
施
設
19
カ
所
、

民
間
施
設
172
カ
所
に
設
置
。

Q
高
齢
者
の
熱
中
症
予
防
の

見
守
り
は
で
き
た
か
。

A
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
が
訪
問

し
て
水
分
補
給
の
促
し
や
エ

ア
コ
ン
の
適
切
な
利
用
な
ど

の
声
掛
け
を
行
っ
て
い
る
。

Q
暑
熱
対
策
と
し
て
木
陰
や

緑
を
増
や
す
対
策
は
ど
う
か
。

A
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象

緩
和
に
向
け
て
崖
線
樹
林
地

の
公
有
地
化
を
進
め
て
い
る
。

都
の
里
山
保
全
地
域
に
指
定

さ
れ
た
矢
川
お
ん
だ
し
地
域

含
め
て
良
好
な
緑
環
境
の
保

全
に
努
め
て
い
る
。
国
立
駅

前
・
緑
化
ベ
ン
チ
で
の
ミ
ス

ト
シ
ャ
ワ
ー
も
行
い
ク
ー
ル

ス
ポ
ッ
ト
の
創
出
を
続
け
た
。

Q
Ｊ
Ａ
国
立
地
区
学
校
給
食

部
会
が
設
立
さ
れ
た
。
農
業

振
興
と
と
も
に
国
立
農
産
物

の
学
校
給
食
へ
の
供
給
量
は

今
後
も
っ
と
増
や
せ
る
か
。

A
農
業
振
興
担
当
、
食
育
推

進
・
給
食
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

地
元
農
家
、
Ｊ
Ａ
経
済
セ
ン

タ
ー
が
協
働
し
始
め
た
。
栄

養
士
も
入
っ
て
毎
月
、
給
食

に
納
入
す
る
野
菜
を
調
整
し

地
元
農
産
物
の
使
用
割
合
を

高
め
て
い
き
た
い
。

他
、
例
外
措
置
が
続
く
マ
イ
ナ

保
険
証
問
題
に
つ
い
て
質
問
。

全
て
の
子
ど
も
た
ち
の
声
を

施
策
に
生
か
す
仕
組
み
づ
く
り
を

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
風　
古
濱
薫��

議
員

Q
市
長
と
子
ど
も
た
ち
の
対

話
会
で
の
成
果
と
課
題
は
。

A
子
ど
も
の
生
の
声
は
行
政

の
立
場
か
ら
は
分
か
ら
な
い

気
づ
き
が
あ
っ
た
。
こ
の
声

を
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
が

課
題
で
あ
り
、
ま
ず
当
日
の

内
容
を
公
開
し
共
有
し
た
い
。

要
望
に
出
た
市
長
が
給
食
を

食
べ
に
学
校
へ
行
き
子
ど
も

と
話
す
こ
と
は
検
討
す
る
。

Q
子
ど
も
が
表
明
し
た
意
見

を
施
策
に
生
か
す
仕
組
み
づ

く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A
仕
組
み
に
つ
い
て
一
つ
の

形
式
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、

全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
施
策

に
自
由
に
意
見
を
言
え
る
機

会
や
環
境
を
整
え
、
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
す
る
と
い
っ
た
対

等
な
立
場
で
対
話
で
き
る
環

境
を
作
る
こ
と
が
肝
要
。

Q
気
候
市
民
会
議
を
行
う
際

に
は
、
行
動
変
容
と
共
に
地

球
レ
ベ
ル
で
化
石
燃
料
に
依

存
す
る
構
造
か
ら
の
脱
却
が

重
要
な
の
で
、
専
門
家
か
ら

の
情
報
提
供
を
し
て
ほ
し
い
。

A
社
会
構
造
の
転
換
は
地
球

温
暖
化
対
策
で
重
要
で
あ
り
、

講
演
も
大
切
な
取
り
組
み
。

Q「
く
に
た
ち
の
教
育
」に
香

害
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
が

今
後
学
校
で
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
作
成
な
ど
の
検
討
は
。

A
方
針
や
基
準
に
つ
い
て
校

長
会
な
ど
で
議
論
し
た
い
。

他
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
視
点

で
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
表
現
に
つ

い
て
質
問
。
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西
児
童
公
園
に
時
計
の
設
置
を

矢
川
上
公
園
を
拡
充
し
よ
う

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
風　
藤
田
貴
裕��

議
員

Q
西
児
童
公
園
に
時
計
の
設

置
は
で
き
な
い
か
。

A
費
用
対
効
果
を
含
め
て
検

討
し
た
い
。

Q
自
治
会
へ
の
加
入
を
呼
び

か
け
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
各

自
治
会
が
つ
く
っ
て
い
る
が
、

市
で
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
作
っ

て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
る
。

市
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

る
か
。

A
提
案
に
感
謝
す
る
。

Q
介
護
保
険
の
制
度
で
、
知

り
合
い
に
訪
問
介
護
の
ヘ
ル

パ
ー
を
頼
め
る
制
度
は
作
れ

な
い
か
。

A
要
介
護
認
定
を
受
け
た
高

齢
者
の
も
と
へ
派
遣
す
る
ヘ

ル
パ
ー
は
、
都
の
指
定
を
受

け
た
事
業
所
か
ら
派
遣
す
る

必
要
が
あ
る
。
要
支
援
認
定

の
場
合
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
団
体
に
な

ら
制
度
を
作
れ
る
が
、
高
齢

者
個
人
が
個
人
の
知
り
合
い

に
支
援
を
お
願
い
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
一
方
で
、
認

知
症
見
守
り
事
業
で
は
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
基
盤
と
し
な

が
ら
も
、
研
修
を
受
け
た
知

り
合
い
に
支
援
を
頼
め
る
制

度
が
あ
る
。

Q
矢
川
上
公
園
の
拡
張
が
必

要
だ
と
思
う
が
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
訂
で

は
ど
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
る

か
。

A「
検
討
を
踏
ま
え
整
備
を

推
進
す
る
」と
の
現
計
画
を

尊
重
す
る
。

貴
裕

地
域
住
民
の
声
を
受
け
止
め

国
立
駅
周
辺
整
備
を
望
む

公
明
党　
青
木
淳
子��

議
員

Q
来
年
度
、
笑
顔
と
学
び
の

体
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
笑
顔

寄
席
」と
同
様
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
申
し
込
ん
で
頂
き
た
い
。

A
上
限
120
万
円
の
範
囲
内
で

実
施
で
き
た
他
市
の
事
例
を

踏
ま
え
、
ニ
ー
ズ
が
あ
れ
ば

実
施
の
方
向
で
考
え
た
い
。

Q
国
立
駅
南
口
駅
前
広
場
の

公
衆
ト
イ
レ
設
置
の
計
画
案

に
近
隣
住
民
は
騒
音
や
臭
い

防
犯
や
衛
生
面
等
不
安
を

持
っ
て
い
る
。
倉
庫
も
設
置

予
定
な
の
で
広
場
が
狭
く
な

り
良
さ
が
な
く
な
る
の
で
再

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

A【
市
長
】近
隣
住
民
の
ご
理

解
が
な
い
中
で
は
検
討
し
て

き
た
場
所
の
設
置
は
難
し
い
。

財
政
面
を
考
え
て
も
別
の
在

り
方
を
考
え
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

Q
国
立
駅
北
口
市
有
地
の
喫

煙
所
設
置
の
現
状
を
問
う
。

A
近
隣
住
民
の
意
見
を
受
け

止
め
調
整
困
難
と
捉
え
た
。

代
替
地
の
活
用
等
分
煙
対
策
、

環
境
整
備
を
行
っ
て
い
く
。

Q
小
１
の
給
食
は
慣
れ
な
い

為
に
食
品
ロ
ス
が
発
生
す
る
。

改
善
で
き
な
い
か
。

A
食
の
大
切
さ
を
知
る
大
事

な
時
間
。
工
夫
が
で
き
る
よ

う
対
応
を
考
え
て
い
く
。

Q
給
食
配
膳
員
に
空
調
服
を

導
入
で
き
な
い
か
。

A
他
市
の
状
況
等
を
踏
ま
え

検
討
す
る
。

他
、
経
鼻
生
ワ
ク
チ
ン
の
費

用
助
成
に
つ
い
て
質
問
。

公
園
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
か
ら

ボ
ー
ル
を
奪
う
な
！

自
由
民
主
党　
大
谷
俊
樹��

議
員

Q
法
律
と
か
条
例
は
あ
る
か
。

A
明
確
に
ボ
ー
ル
遊
び
を
禁

止
す
る
条
例
は
な
い
。

Q
国
立
市
内
で
は
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
を
し
て
い
た
子
で
甲

子
園
に
出
場
し
た
り
、
サ
ッ

カ
ー
ボ
ー
ル
で
遊
ん
で
い
て

Ｊ
リ
ー
ガ
ー
に
な
っ
た
子
も

い
る
。
子
育
て
世
代
を
呼
び

込
む
と
市
長
は
言
う
が
、
子

ど
も
た
ち
か
ら
ボ
ー
ル
を
取

り
上
げ
る
の
か
。

A【
市
長
】こ
れ
ま
で
の
経
緯

を
確
認
し
て
指
摘
を
受
け
止

め
た
い
と
思
う
。

Q
消
防
署
を
誘
致
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

A
こ
れ
ま
で
も
東
京
都
、
東

京
消
防
庁
へ
の
要
望
を
繰
り

返
し
行
っ
て
い
る
。
東
京
消

防
庁
か
ら
は
一
つ
の
市
に
一

つ
の
消
防
署
設
置
を
原
則
と

し
て
い
る
。
一
方
、
人
口

10
万
人
以
上
と
い
う
基
準
も

あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
立

川
と
当
市
の
人
口
計
24
万
人

程
度
。
い
ざ
発
災
時
に
消
防

力
に
差
が
出
る
と
い
う
危
惧

も
併
せ
て
伝
え
て
い
る
。

Q
諸
先
輩
方
か
ら
は
給
食
セ

ン
タ
ー
の
跡
地
を
提
供
す
れ

ば
設
置
可
能
と
聞
い
て
い
る
。

A
そ
こ
は
会
議
棟
を
建
設
し

て
お
り
難
し
い
状
況
。
今
後

も
要
望
を
粘
り
強
く
行
う
。

他
、
公
園
へ
の
温
度
計
や
時

計
設
置
、
国
立
市
総
合
基
本

計
画
の
基
本
理
念「
人
間
を

大
切
に
す
る
」、
物
価
高
騰

対
策
に
つ
い
て
等
を
質
問
。

全
て
の
世
代
の
困
難
さ
に

更
な
る
想
像
力
と
支
援
を

立
憲
民
主
党　
稗
田
美
菜
子��

議
員

Q
児
童
生
徒
用
の
新
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
は
い
つ
か
。

A
令
和
8
年
、
２
０
２
６
年

1
月
に
入
れ
替
え
る
予
定
。

Q
仕
様
は
。

A
画
面
と
キ
ー
ボ
ー
ド
が
外

れ
る
デ
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
で
、

反
射
し
ず
ら
い
ノ
ン
グ
レ
ア

液
晶
で
タ
ッ
チ
ペ
ン
付
き
。

小
型
軽
量
化
は
さ
れ
る
。

Q
教
育
目
標
と
教
育
基
本
方

針
は
改
正
後
約
十
年
、
今
後

の
国
立
市
の
教
育
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

A
教
育
大
綱
を
新
た
に
作
成

す
る
予
定
も
あ
る
の
で
現
行

の
教
育
目
標
及
び
教
育
基
本

方
針
に
つ
い
て
見
直
し
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

Q
教
育
基
本
法
に
基
づ
く
策

定
が
努
力
義
務
と
な
っ
て
い

る
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
が
国
立
市

で
は
策
定
さ
れ
て
な
い
が
他

市
状
況
は
。

A
26
市
中
23
市
が
策
定
済
み
。

Q
計
画
が
伴
っ
て
い
る
教
育

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
が
必
要
。

策
定
し
て
な
い
理
由
は
。

A
教
育
目
標
と
教
育
方
針
と

教
育
振
興
施
策
が
そ
れ
に
代

わ
る
も
の
と
し
て
き
た
。

Q
人
材
確
保
と
人
材
育
成
に

つ
い
て
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

A
既
存
の
や
り
方
に
捉
わ
れ

な
い
形
の
人
材
確
保
に
努
め
、

人
材
育
成
は
本
人
の
適
性
や

意
向
を
踏
ま
え
た
人
事
異
動

や
研
修
な
ど
の
環
境
整
備
に

も
努
め
る
。

間
違
っ
た
こ
と
を
し
た
時
は

非
を
認
め
る
誠
実
な
市
長
で
あ
れ

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
風　
関
口
博��

議
員

Q
３
月
議
会
の
一
般
質
問
を

終
え
自
席
に
い
た
関
口
に
対

し
て
、
濵
﨑
市
長
は
大
声
を

上
げ
立
ち
去
っ
た
。
６
月
議

会
で
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
行

為
を
し
た
の
か
と
国
立
市
人

権
・
平
和
条
例
に
照
ら
し
問

い
た
だ
し
た
。
市
長
は
、
大

き
な
声
を
出
し
た
の
で
は
な

く
、
申
し
上
げ
た
。
ま
た
大

声
で
あ
っ
た
か
は
、
受
け
止

め
た
側
の
主
観
で
あ
る
、
と

不
誠
実
な
答
弁
に
終
始
し
た
。

議
事
録
を
確
認
し
た
上
で
、

改
め
て
行
っ
た
行
為
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
た
か
。

A【
市
長
】関
口
議
員
が
不
愉

快
な
思
い
を
さ
れ
た
こ
と
は

申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。

Q
個
人
的
な
謝
罪
を
求
め
て

い
る
の
で
は
な
い
。
市
長
が

大
声
を
出
す
行
為
が
庁
内
、

市
中
に
広
が
る
こ
と
を
懸
念

し
て
い
る
。
間
違
っ
た
こ
と

は
誰
で
も
す
る
。
非
を
認
め

る
誠
実
な
市
長
で
あ
っ
て
ほ

し
い
。
大
声
を
出
し
た
と
い

う
自
覚
が
な
い
の
か
。

A【
市
長
】声
の
大
き
さ
は
、

受
け
方
は
様
々
か
と
思
う
。

Q
マ
イ
ナ
保
険
証
と
資
格
確

認
書
の
併
用
が
出
来
な
く
な

れ
ば
、
国
に
対
し
て
意
見
を

言
う
と
い
う
こ
と
だ
が
、
市

長
も
同
様
な
考
え
か
。

A【
市
長
】状
況
の
重
大
性
、

26
市
の
中
で
広
が
り
が
あ
れ

ば
市
長
会
で
提
起
す
る
。

他
、
円
形
公
園
の
活
用
、
環

境
問
題
に
つ
い
て
質
問
。

就
労
世
代
の
呼
び
込
み
と

今
後
の
市
の
発
展
に
つ
い
て

自
由
民
主
党　
青
木
健��

議
員

Q
い
か
に
し
て
他
市
と
の
差

別
化
を
図
り
実
現
す
る
の
か
。

A
子
育
て
支
援
・
教
育
環
境

の
充
実
の
た
め
、
子
ど
も
医

療
費
無
償
化
と
金
銭
的
負
担

軽
減
策
の
導
入
、
既
存
公
共

施
設
の
利
用
環
境
の
改
善
を

検
討
し
て
い
る
。

Q
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
れ
ら

施
策
を
実
現
す
る
予
算
を
確

保
す
る
の
か
。

A
子
育
て
支
援
等
の
施
策
は

将
来
に
向
け
た
投
資
と
考
え

事
業
実
施
年
度
の
調
整
も
含

め
た
当
初
予
算
編
成
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

Q
富
士
見
台
１
・２
丁
目
地

域
や
南
部
地
域
に
も
第
２
、

第
３
の
子
育
ち
・
子
育
て
応

援
テ
ラ
ス
設
置
が
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

A
将
来
的
に
は
、
中
学
校
区

に
一
か
所
ず
つ
が
理
想
で
あ

り
、
相
談
機
関
と
し
て
の
機

能
も
構
築
し
て
い
き
た
い
。

Q
今
現
在
真
に
困
っ
て
い
る

状
況
に
あ
る
重
症
心
身
障
害

児
等
在
宅
レ
ス
パ
イ
ト
事
業

実
施
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

A
市
と
し
て
は
事
業
化
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
来
た
が
、

義
務
的
経
費
の
伸
び
等
を
考

慮
し
一
旦
凍
結
と
し
た
経
過

が
あ
る
が
、
今
後
事
業
化
に

向
け
し
っ
か
り
と
検
討
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

Q
幼
稚
園
・
保
育
園
の
給
食

費
無
償
化
は
出
来
な
い
か
。

A
こ
の
無
償
化
に
つ
い
て
は

国
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

﹁
外
国
人
優
遇
﹂に
根
拠
な
し

差
別
・
排
外
主
義
に
反
対
を

日
本
共
産
党　
矢
部
新��

議
員

Q
市
の
生
活
保
護
受
給
者
の

総
数
と
、
う
ち
外
国
籍
住
民

の
人
数
は
。

A
令
和
７
年
７
月
末
現
在
で
、

保
護
利
用
者
は
１
千
145
人
。

う
ち
外
国
籍
の
方
は
25
人
。

Q
率
に
直
す
と
、
全
体
で
の

受
給
率
は
1.5
％
、
外
国
籍
住

民
の
場
合
は
1.2
％
。
数
字
か

ら
も
明
ら
か
だ
が
、「
外
国
人

が
優
遇
さ
れ
て
い
る
」と
い
う

事
実
は
あ
る
の
か
。

A
な
い
。

Q
排
外
主
義
の
蔓
延
に
つ
い

て
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

A【
市
長
】市
の
人
権
・
平
和

基
本
条
例
に
あ
る
よ
う
に
、

人
権
侵
害
や
差
別
は
絶
対
に

許
さ
な
い
と
強
く
思
っ
て
い

る
。
排
外
主
義
・
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
に
よ
っ
て
傷
つ
い
た

り
命
が
脅
か
さ
れ
る
不
安
に

寄
り
添
い
、
市
民
の
命
と
安

全
を
守
る
立
場
と
し
て
排
外

主
義
や
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に

は
明
確
に
反
対
す
る
。

Q
さ
く
ら
通
り
の
自
転
車
道

と
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
干
渉
し

て
危
な
い
、
対
策
を
。

A
警
察
と
の
協
議
や
街
路
樹

の
伐
採
等
が
必
要
に
な
る
た

め
一
定
の
期
間
を
要
す
る
。

Q
谷
保
駅
北
口
の
ベ
ン
チ
に

雨
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
で

き
な
い
か
。

A
過
去
に
検
討
し
た
こ
と
も

あ
る
が
、
予
算
や
協
議
対
象

者
の
都
合
で
難
し
い
。

他
、
財
政
や
若
者
施
策
に
つ

い
て
質
問
。

﹁
谷
保
天
満
宮
本
殿
﹂を

東
京
都
指
定
有
形
文
化
財
に
！

自
由
民
主
党　
髙
柳
貴
美
代��

議
員

Q
将
来
の
健
康
を
考
え
健
康

管
理
す
る
概
念
、
プ
レ
コ
ン

セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
認
知
度

を
上
げ
る
た
め
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
欲
し
い
。

A
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ

ア
に
関
連
し
た
社
会
資
源
の

情
報
提
供
は
必
要
と
考
え
る
。

関
連
部
署
と
協
力
し
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
掲
載
に
取
り
組
む
。

Q
寛
延
2
年
の
建
築
当
時
は

煌
び
や
か
な
極
彩
色
が
施
さ

れ
て
い
た
国
立
市
指
定
有
形

文
化
財
で
あ
る
谷
保
天
満
宮

本
殿
だ
が
、
昨
今
傷
み
が
激

し
い
状
況
に
あ
る
。
東
京
都

指
定
有
形
文
化
財
認
定
に
向

け
て
強
く
働
き
か
け
て
ほ
し

い
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

A
こ
れ
ま
で
も
都
と
協
議
を

行
っ
て
き
た
。
都
も
谷
保
天

満
宮
本
殿
の
価
値
を
認
め
て

い
る
。
国
立
市
と
谷
保
天
満

宮
が
情
報
共
有
し
な
が
ら
連

携
し
、
引
き
続
き
東
京
都
に

働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

Q
国
立
駅
開
業
100
周
年
の
機

会
に
国
立
駅
か
ら
の
回
遊
性

を
導
き
出
す「
歴
史
観
光
回

遊
ル
ー
ト
」の
新
設
を
提
案

す
る
が
い
か
が
か
。

A
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
は

難
し
い
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
イ
ク
ル
の
ポ
ー
ト
を
旧
本

田
家
住
宅
や
谷
保
天
満
宮
に

設
置
出
来
れ
ば
、
新
た
な
歴

史
観
光
ル
ー
ト
と
な
り
回
遊

性
を
導
き
出
せ
る
の
で
は
。

他
、「
国
立
版
ネ
ウ
ボ
ラ
の

構
築
」に
つ
い
て
質
問
。
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矢
川
プ
ラ
ス
の
ブ
ラ
ン
チ
、

し
っ
か
り
検
討
す
る
と
の
答
弁
！

み
ら
い
の
く
に
た
ち　
望
月
健
一��

議
員

Q
校
庭
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

設
置
を
求
め
て
い
る
が
検
討

状
況
は
。

A
簡
易
的
な
散
水
機
の
導
入

を
検
討
。

Q
教
育
費
増
額
と
学
校
設
備

投
資
に
つ
い
て
市
長
の
見
解

は
。

A【
市
長
】財
政
状
況
を
踏
ま

え
つ
つ
、
子
ど
も
達
の
学
び

の
環
境
を
良
好
に
す
る
た
め
、

で
き
る
限
り
対
応
す
る
。

Q
認
知
症
に
よ
る
行
方
不
明

者
へ
の
対
応
策
は
。

A
ケ
ア
マ
ネ
と
連
携
し
、
行

方
不
明
者
情
報
共
有
サ
イ
ト

を
活
用
し
て
早
期
発
見
に
努

め
て
い
る
。

Q
富
士
見
台
団
地
の
建
て
替

え
に
あ
た
り
、
事
前
に
住
民

に
複
数
の
公
共
施
設
配
置
案

を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
市
民
参
加
の
プ
ロ
セ
ス
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
複
数
の

可
能
性
を
検
討
す
る
。

Q
公
共
施
設
再
編
に
あ
た
り
、

谷
保
第
三
公
園
や
富
士
見
台

第
二
団
地
の
樹
木
の
保
全
に

つ
い
て
の
見
解
は
。

A
谷
保
第
三
公
園
の
樹
木
は

保
全
に
努
め
、
富
士
見
台
第

二
団
地
の
樹
林
は
Ｕ
Ｒ
か
ら

相
談
が
あ
れ
ば
緑
地
保
全
の

観
点
か
ら
検
討
す
る
。

Q
繰
り
返
し
要
望
し
て
い
る

谷
保
地
域
に
矢
川
プ
ラ
ス
の

よ
う
な
施
設
を
設
置
検
討
は
。

A
今
後
、
谷
保
地
域
に
も

し
っ
か
り
検
討
す
る
。

地
方
自
治
法
に
基
づ
き
、
排
外
主
義
に

抗
う
人
権
行
政
の
推
進
を

こ
ぶ
し
の
木　
上
村
和
子��

議
員

Q
川
崎
の
外
国
人
市
民
代
表

者
会
議
を
参
考
に
、
外
国
籍

市
民
懇
談
会
を
再
開
す
べ
き
。

A
人
権
の
視
点
等
を
し
っ
か

り
取
り
入
れ
る
な
ど
、
市
長

室
と
共
に
協
議
検
討
す
る
。

Q
保
育
士
と
保
護
者
と
地

域
が
子
ど
も
を
真
ん
中
に
し

て
共
に
育
て
る
自
主
保
育
に

移
っ
た
手
つ
な
ぎ
保
育
風
の

子
へ
の
支
援
に
つ
い
て
。

A
月
額
2
万
円
の
多
様
な
集

団
活
動
事
業
利
用
支
援
補
助

金
の
支
出
や
場
所
の
確
保
の

調
整
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の

他
、
都
の
認
可
外
保
育
施
設

の
基
準
を
満
た
せ
ば
無
償
化

補
助
が
受
け
ら
れ
る
等
の
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

Q
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に

つ
い
て
、
教
育
大
綱
の
見
直

し
や
保
護
者
と
の
建
設
的
対

話
は
で
き
て
い
る
か
。

A
就
学
相
談
で
つ
ら
い
思
い

を
し
た
話
を
聞
い
た
り
、
お

互
い
慣
れ
る
こ
と
で
教
室
の

空
気
が
変
わ
る
、「
あ
た
り

ま
え
」へ
の
気
づ
き
等
伝
え

返
し
て
い
る
。

Q
二
小
樹
木
保
存
の
関
係
で

子
ど
も
た
ち
と
の
話
し
合
い

は
実
現
し
た
か
。

A
二
学
期
中
に
実
施
し
た
い
。

他
、
平
和
都
市
宣
言
等
で
の

市
長
と
若
者
の
対
話
の
成
果
、

谷
保
の
原
風
景
を
守
る
取
組
、

し
ょ
う
が
い
し
ゃ
が
あ
た
り

ま
え
に
く
ら
す
ま
ち
の
真
髄
、

公
明
な
選
挙
に
向
け
て
質
問
。

Ｆ
Ｓ
Ｘ
ア
リ
ー
ナ
第
二
体
育
室
へ

エ
ア
コ
ン
を
早
期
に
設
置
せ
よ

自
由
民
主
党　
石
井
伸
之��

議
員

Q
Ｆ
Ｓ
Ｘ
ア
リ
ー
ナ
第
二
体

育
室
エ
ア
コ
ン
設
置
の
①
時

期
は
②
意
見
交
換
会
実
施
は
。

A
①
令
和
8
年
度
中
に
設
置

②
市
民
の
為
の
施
設
な
の
で

関
連
団
体
と
意
見
交
換
す
る
。

Q
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン（
旧
子

宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
）男
性

へ
接
種
補
助
実
施
は
。

A
引
き
続
き
議
論
を
重
ね
る
。

Q
Ｈ
3
年
の
冊
子「
谷
保
駅

南
口
の
ま
ち
づ
く
り
」と
同
じ

谷
保
駅
周
辺
の
将
来
像
を
示

す
中
で
住
民
説
明
会
実
施
は
。

A
イ
メ
ー
ジ
パ
ー
ス
を
準
備

し
て
意
見
交
換
会
に
活
用
。

Q
１
月
に
説
明
会
を
実
施
し

た
矢
川
上
地
区
地
区
計
画
は
。

A
都
市
計
画
決
定
時
期
未
定
。

Q
矢
川
駅
南
口
整
備
は
住
民

や
地
権
者
と
意
見
交
換
し
て

ミ
ニ
区
画
整
理
を
行
い
道
路

拡
幅
、
3
・
3
・
15
号
線
築

造
に
向
け
た
代
替
地
と
し
て

の
保
留
地
確
保
、
環
境
に
優

し
い
企
業
誘
致
の
検
討
は
。

A
提
案
の
手
法
を
検
討
す
る
。

Q
平
成
元
年
稼
働
の
環
境
セ

ン
タ
ー
将
来
計
画
の
策
定
は
。

A
次
期
国
立
市
循
環
型
社
会

形
成
推
進
基
本
計
画
に
反
映
。

Q
学
童
間
食
費（
お
や
つ
代
）

一
年
間
先
払
い
は
家
計
に
厳

し
い
、
分
割
払
い
の
導
入
は
。

A
徴
収
は
3
か
月
毎
と
し
て

い
る
保
護
者
へ
丁
寧
に
周
知
。

他
、
給
食
費
公
会
計
化
、
三

中
周
辺
や
谷
保
天
満
宮
東
側
、

国
立
学
園
南
側
地
域
へ
の
郵

便
ポ
ス
ト
新
規
設
置
を
質
問
。

一般質問とは、議員個人が市政全般について行政当局（市長や教育委員会など）に質問
することです。一般質問発言順に、各議員本人が要旨をまとめたものを掲載しています。【令和7年9月2日・3日・4日・5日実施】

一般質問 要旨・発言順

外
国
人
・
外
国
勢
力
の
問
題
と
、

万
博
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
へ
！

日
本
維
新
の
会　
中
川
貴
大��

議
員

Q
大
阪
・
関
西
万
博
に
参
加

す
る
市
内
事
業
者
の
Ｐ
Ｒ
を
。

A
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
、

速
や
か
に
対
応
し
て
い
く
。

Q
共
同
親
権
施
行
に
向
け
て
。

A
適
宜
情
報
収
集
を
行
う
。

Q
保
育
園
・
幼
稚
園
の
退
園

届
は
２
名
に
す
べ
き
で
は
。

A
次
年
度
よ
り
変
更
検
討
中
。

Q
携
帯
電
波
の
整
備
促
進
を
。

A
引
き
続
き
事
業
者
と
対
応
。

Q
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
・
リ
ス

キ
リ
ン
グ
の
推
進
に
つ
い
て
。

A
資
格
・
免
許
・
学
位
取
得

講
座
開
催
を
各
大
学
に
依
頼
。

Q
教
育
バ
ウ
チ
ャ
ー
実
施
を
。

A
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

Q
社
会
保
険
料
を
下
げ
る
改

革
を
。

A
国
の
議
論
を
見
守
る
。

Q
外
国
人
生
活
保
護
の
問
題

に
つ
い
て
の
見
解
は
。

A
事
務
的
に
続
け
て
い
く
。

Q
選
挙
介
入
へ
の
見
解
は
。

A
外
国
の
介
入
疑
惑
が
報
道
。

Q
外
国
人
の
固
定
資
産
税
未

納
に
つ
い
て
。

A
様
々
な
対
応
を
確
実
に
。

Q
失
踪
外
国
人
に
つ
い
て
。

A
懸
念
を
受
け
止
め
る
。

Q
市
の
人
材
確
保
に
つ
い
て
。

A
選
ば
れ
る
国
立
を
目
指
す
。

Q
道
州
制
や
副
首
都
と
い
っ

た
多
極
分
散
へ
の
見
解
は
。

A
災
害
支
援
に
関
し
て
も
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
ま
た
、
人

口
減
少
の
中
、
フ
ル
セ
ッ
ト

で
の
行
政
運
営
が
難
し
く
な

る
た
め
、
こ
う
し
た
場
合
に

は
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

くにたち市議会だより令和７（２０２５）年８月５日（№２７６）記事の訂正につい
て
　くにたち市議会だより令和７（２０２５）年８月５日（№２７６）において、実際の
発言に基づかない記事となっておりました。
　市民の皆さま、また関係各位に心よりおわび申し上げますとともに訂正い
たします。正しくは次のとおりです。
訂正箇所の詳細
　対象ナンバー：くにたち市議会だより令和７（２０２５）年８月５日（№２７６）
６頁　中段右側の上村和子議員の一般質問　上段最後のQ（３つ目のQ）
【誤】�３月議会で保護者有志から陳情が出され、その後、経営ＮＰＯ法人によ

る園長の不当解雇の撤回を求め、保護者と保育士が自主保育に移った
問題についての市の対応は。

【正】�３月議会で保護者有志から陳情が出された後、保護者と保育士が自主
保育に移った問題についての市の対応は。

再発防止について
　これまでも議員及び議会事務局にて、記事を確認しているところではござ
います。今回のご指摘を受けまして、今後同様なことが起こらないよう注意
喚起を図り、公正・正確な紙面づくりに努めてまいります。

記事の訂正とお詫びについて

議場マイクシステムをリニューアルしました
　皆さまが安心・安全に傍聴することができるよう、いくつかの項目について明
文化をしました。皆さまのご協力をお願いいたします。
【主な変更点】
・�傍聴人が守るべき事項について、開会中だけでなく開会前、休憩中または閉
会後という文言を追加しました。
・許可なく印刷物、広告宣伝物等を掲示し、又は配布しないことを追加しました。
・�傍聴席において飲食の禁止はそのままで、体調管理のため水分補給を除くこ
とを追加しました。
・�許可なく写真の撮影、録音、録画の禁止に、放送という文言を追加しました。

国立市議会傍聴規則を改正しました
　老朽化により不具合が発生しておりました議場マイクシステムの入替
を行い、令和７年第３回定例会より運用を開始しました。
　新しいシステムでは、カメラをデジタル画質に変更し、映像を鮮明に表
示できるようになりました。またAI音声認識表示を導入し、議場の傍聴席
モニター（１面表紙）とインターネット中継（本会議のみ）において、字幕が
リアルタイムで表示されるようになりました。
　なお、字幕はＡＩによって音声を認識し生成しているため、誤変換がある
可能性もありますのでご承知おきください。
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総
務
文
教
委
員
会

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

︻
図
書
館
運
営
費
︼

Ｑ
詳
し
い
内
容
を
問
う
。

Ａ
図
書
館
で
何
が
ど
こ
に
あ
る
か
分
か
ら
な
い
と
い

う
意
見
が
あ
る
た
め
、
親
し
み
や
す
く
一
目
で
何
を

表
し
て
い
る
か
分
か
る
表
示
を
導
入
す
る
。
ま
た
、

２
階
の
児
童
室
に
、
靴
を
脱
い
で
座
れ
る
マ
ッ
ト
、

ク
ッ
シ
ョ
ン
や
ス
ツ
ー
ル
な
ど
を
置
き
、
子
ど
も
が

読
書
を
の
ん
び
り
楽
し
め
る
よ
う
な
環
境
を
作
る
。

１
階
の
Ｙ
Ａ
コ
ー
ナ
ー
に
も
、
中
高
生
が
利
用
し
や

す
い
環
境
を
目
指
し
て
椅
子
や
机
、
明
る
い
雰
囲
気

に
な
る
よ
う
な
備
品
の
設
置
を
考
え
て
い
る
。

Ｑ
整
備
の
財
源
は
ど
の
よ
う
に
確
保
し
た
の
か
。

Ａ
都
の
﹁
子
供
の
遊
び
場
等
整
備
事
業
補
助
金
﹂
542

万
3
千
円
を
用
い
た
。

Ｑ
こ
の
整
備
事
業
で
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
か
。

Ａ
市
民
か
ら
の
指
摘
で
、
居
場
所
機
能
の
弱
さ
や
居

心
地
の
面
で
の
課
題
を
把
握
し
て
い
た
。
こ
の
補
助

金
で
備
品
等
を
購
入
す
る
こ
と
で
居
心
地
の
良
さ
や

場
所
機
能
の
向
上
の
実
現
を
図
り
た
い
。

︻
債
務
負
担
行
為
・
体
育
館
管
理
運
営
費
︼

Ｑ
総
合
体
育
館
・
芸
術
小
ホ
ー
ル
雨
漏
り
改
修
工
事

実
施
設
計
委
託
料
が
債
務
負
担
行
為
と
し
て
次
年
度

に
ま
た
が
っ
て
い
る
、
見
通
し
や
内
容
を
問
う
。

Ａ
設
計
は
、
令
和
７
年
１１
月
ぐ
ら
い
か
ら
８
年
６
月

ぐ
ら
い
ま
で
を
予
定
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
工
事
の

発
注
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ
総
合
体
育
館
第
二
体
育
室
空
調
新
設
工
事
の
実
施

設
計
委
託
料
を
補
正
予
算
で
計
上
し
た
経
緯
は
。

Ａ
利
用
者
か
ら
、
熱
中
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

途
中
で
活
動
を
切
り
上
げ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
の

声
が
複
数
あ
り
、
早
急
に
設
置
す
る
必
要
を
認
め
て

補
正
予
算
で
経
費
を
計
上
し
た
。

Ｑ
空
調
設
置
工
事
の
今
後
の
予
定
は
。

Ａ
設
計
は
令
和
８
年
４
月
末
ま
で
に
行
う
予
定
。
工

事
予
定
は
設
計
が
終
わ
ら
な
い
と
分
か
ら
な
い
部
分

も
あ
る
が
、
８
年
度
予
算
で
の
計
上
を
考
え
て
い
る
。

Ｑ
Ｆ
Ｓ
Ｘ
ホ
ー
ル
・
Ｆ
Ｓ
Ｘ
ア
リ
ー
ナ
と
い
う
表
記

に
は
し
な
い
の
か
。

Ａ
ま
だ
整
理
が
で
き
て
い
な
い
。
令
和
８
年
度
に
向

け
て
整
理
す
る
。

こ
ん
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

賛
成　
図
書
館
の
整
備
に
つ
い
て
子
ど
も
に
説
明
し

た
と
こ
ろ
、
本
が
嫌
い
な
子
が
﹁
そ
れ
な
ら
行
き
た

い
﹂
と
言
っ
て
い
た
。
本
に
親
し
む
き
っ
か
け
に
も

な
る
と
思
う
た
め
、
よ
い
形
に
な
る
よ
う
望
む
。

賛
成　
図
書
館
整
備
は
公
立
小
中
学
校
の
生
徒
に
意

見
を
聞
い
た
と
の
こ
と
だ
が
、
私
立
の
学
校
等
に
も

協
力
を
仰
ぐ
べ
き
。

賛
成　
空
調
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
ま
ず
整
え
な
い

と
市
民
が
楽
し
め
な
い
。
財
政
面
で
難
点
も
あ
る
だ

ろ
う
が
、
ぜ
ひ
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

建
設
環
境
委
員
会

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

︻
農
業
振
興
費
︼

Ｑ
肥
料
等
高
騰
対
策
給
付
金
は
ど
の
く
ら
い
の
農
業

者
に
行
き
渡
る
の
か
。

Ａ
給
付
対
象
者
は
130
軒
程
度
と
見
込
ん
で
い
る
。
実

際
の
申
し
込
み
は
例
年
で
5０
軒
ほ
ど
。

Ｑ
申
請
者
が
増
え
た
場
合
、
予
算
も
増
額
す
る
の
か
。

Ａ
申
請
者
が
増
え
た
場
合
は
予
備
費
等
で
の
対
応
も

含
め
て
考
え
て
い
る
。

こ
ん
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

賛
成　
国
立
の
農
が
成
り
立
た
な
く
な
る
と
い
う
事

態
を
防
ぐ
た
め
、
引
き
続
き
の
支
援
を
要
望
す
る
。

福
祉
保
険
委
員
会

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

︻
高
齢
者
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
活
用
支
援
事
業
費
︼

Ｑ
内
容
の
詳
細
は
。

Ａ
国
立
市
在
住
で
満
65
歳
以
上
の
方
に
購
入
費
用
等

上
限
３
万
円
を
補
助
す
る
。
市
の
指
定
す
る
店
舗
で

の
購
入
、
ス
マ
ホ
教
室
の
受
講
、
指
定
の
ア
プ
リ
の

イ
ン
ス
ト
ー
ル
な
ど
を
条
件
に
補
助
を
行
う
。

Ｑ
市
内
の
指
定
店
舗
は
何
店
舗
か
。

Ａ
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
国
立
店
、
ａ
ｕ
S
t
y
l
e
国

立
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
国
立
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
国
立
富

士
見
台
の
４
店
舗
。

Ｑ
１
回
の
ス
マ
ホ
教
室
だ
け
で
な
く
定
期
的
な
支
援

が
必
要
だ
考
え
る
が
、
そ
う
し
た
支
援
に
つ
な
げ
る

よ
う
な
こ
と
は
で
き
る
の
か
。

Ａ
各
指
定
店
舗
に
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
市
の
公
式
L
I
N
E
の
友
達
登
録
の
方
法
を

助
成
金
の
交
付
決
定
通
知
に
同
封
し
た
い

Ｑ
防
犯
面
に
関
す
る
情
報
提
供
は
行
う
か
。

Ａ
ス
マ
ホ
教
室
に
高
齢
者
の
方
の
詐
欺
被
害
の
防
止

対
策
を
盛
り
込
む
予
定
。

こ
ん
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

賛
成　
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
に
対
す
る
補
助
金
や
、

生
活
保
護
世
帯
へ
の
夏
季
独
自
加
算
が
出
る
こ
と
は

重
要
。
夏
季
加
算
に
つ
い
て
は
国
に
も
要
望
す
べ
き
。

賛
成　
既
に
ス
マ
ホ
を
購
入
し
な
が
ら
活
用
で
き
て

い
な
い
方
に
対
し
て
も
ス
マ
ホ
教
室
の
周
知
を
。

令和7年度国立市一般会計補正予算（第3号）案が全会一致で可決
されました

第60号
議案

子ども議会を開催します子ども議会を開催します
くにジョブ参加者募集中！！くにジョブ参加者募集中！！

「子ども議会」の議員となって、
普段入ることのできない議場で、
実際に市長と 国立市の未来について
話し合います。

日　　時　令和７（2025）年１１月１５日（土）午前１０時～正午

集合場所　市役所１階市民ロビー（正面玄関側）

募集人数　定員２１名（小学生対象）
　　　　　��受付は、先着順で申し込みが定員に達した場合は

受付終了となります。

主　　催　くにたち活性化協議会　i070-1266-1175

くにジョブエントリー用紙のID・パスワードを使って１１月7日㈮午後5時まで
にインターネットにて必要事項を入力してエントリーを済ませてください。 詳しくは�https://kunijob.com/

くにジョブ
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　当日お越しになれない場合は、国立市
議会ホームページでもご意見を受け付け
ています。〔11月9日㈰まで〕右記の二次
元コードよりご送付ください。

意見交換会 意見記入ページ 二次元コード

編 集 後 記
　今号では、第3回定例会についての紹介を行っています。
　第3回定例会では、まちづくり政策監が設置されることとなり、
教育部長を務めていた橋本祐幸氏への任命の同意が行われました。

　新しい特別職の設置でもあり、どのような役割となっているのか、
是非議会の審議をご一読、また動画配信や議事録等もございますの
で、ご覧いただけますと幸いです

　くにたちの農とふれあい、秋の実りを堪能する
イベントです。谷保第四公園及び国立市役所で、
くにたちで育った農産物の品評会・販売や苗木の
無料配布など、多くのイベントが開催されます。
また、国立市消費生活展（11月9日日のみ）が開催
されます。『農業まつり』などの詳細は、右の二次
元コードをご覧ください。

国立市議会国立市議会

意見交換会意見交換会
in 農業まつり2025in 農業まつり2025

国立市役所 1階ロビー
（国立市富士見台2-47-1、谷保第四公園隣り）

11月8日土 正午～午後2時

11月9日日 正午～午後2時

日時

会場

←   　→

無料
臨時駐車場

第五小学校

国立市役所農業まつり会場

谷保第四公園

FSX
ホール

FSX
アリーナ

なかよし保育園

バス通り

出
口

入口
谷保第三公園

さくら通り

市役所の駐車場は、無料処理対応ができません。

至 矢川駅 至 谷保駅JR南武線

ご意見記入カード
市政に関して気になること、ご意見・ご要望について、
ご自由にご記入ください。いただいたご意見・ご要望

などは担当する委員会などへ届けます。

きりとり線

き
り
と
り
線

き
り
と
り
線

第48回農業まつり 11月8日土・9日日  開催 

　日頃から市政へのご理解とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。
　農業まつりでは国立市議会議員が直接、皆さまのお声を伺います。11月9
日㈰には国立市消費生活展も開催されます。お祭りを楽しまれたあとはご休
憩がてらお気軽にお立ち寄りください。
　国立市議会にとって、暮らしのこと、子育てのこと、まちの未来のことに
関する皆さまのご意見は、私たちにとって大切な宝物です。お会いできるこ
とを市議会議員一同、楽しみにしております。

　いただいたご意見は担当する委員会などへ届けます。
　事前に右の「ご意見記入カード」へご記入の上、当日お持ちいただくとス
ムーズです。みなさまのお越しをお待ちしております。

市議会議員に市民の皆さまの
ご意見をお聞かせください

手話通訳を配置しています。
お気軽にお越しください。
申し込みは不要です。

クニタチッタ

▲農業まつり


